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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

都
民
の
皆
様
に
は
、
明
る
く
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
東
京
へ
の
招
致
活
動
を
積
極
的
に
展
開

し
て
い
ま
す
。
本
年
10
月
に
は
、
い
よ
い
よ
開
催
都
市
が 

決
ま
り
ま
す
。
昨
年
夏
の
北
京
大
会
は
、
ま
だ
皆
様
の
記

憶
に
新
し
い
と
思
い
ま
す
。
東
京
で
の
開
催
に
よ
っ
て
、

す
べ
て
の
国
民
、
と
り
わ
け
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、

大
き
な
感
動
と
そ
の
素
晴
し
さ
を
実
感
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
た
東
京
大
会
の
実
現
に
全

力
を
あ
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
世
界
へ
目
を
転
ず
る
と
、
地
球
温
暖
化
の
危
機

が
現
実
の
も
の
と
な
り
、
金
融
危
機
等
に
よ
っ
て
、
世
界

的
に
不
況
が
深
刻
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
内
に
お
い
て
は
、

地
震
や
局
地
的
豪
雨
に
よ
る
災
害
、
食
品
の
偽
装
や
健
康

被
害
の
発
生
、
医
師
不
足
等
に
起
因
す
る
救
急
体
制
の
不

備
な
ど
、
人
々
の
生
活
の
不
安
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
議
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
重
く
受
け
止
め
、

都
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
緑
の

保
全
、
中
小
企
業
支
援
、
耐
震
化
の
推
進
、
食
の
安
全
の

確
保
、
医
療
体
制
の
充
実
な
ど
、
東
京
の
将
来
を
見
据
え

た
重
要
課
題
の
解
決
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
方
分
権
に
つ
い
て
は
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担
の
抜

本
的
見
直
し
な
ど
、
国
を
あ
げ
た
議
論
が
続
い
て
い
ま
す
。

地
域
の
特
性
を
活
か
し
、
わ
が
国
が
真
に
豊
か
な
発
展
を

遂
げ
る
た
め
に
は
、
地
方
自
治
体
の
自
立
が
不
可
欠
で
あ

り
、
国
か
ら
地
方
へ
の
権
限
と
税
源
の
移
譲
が
急
が
れ
ま

す
。

　

都
議
会
は
、
こ
の
よ
う
な
地
方
分
権
の
実
現
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
都
民
の
代
表
と
し
て
、
執
行
機
関

と
真し
ん

摯し

な
議
論
を
交
わ
し
、
皆
様
の
声
を
都
政
に
反
映
し

て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
は
都
議
会
議
員
の
改
選
の
年
で
も

あ
り
ま
す
。
都
民
の
皆
様
に
は
、
都
議
会
へ
の
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
が
都
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
ご
健
康
で
幸
多

い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
発
の
金
融
危
機
の
影
響
が
、
中
小
企
業
や
都

民
生
活
に
打
撃
を
与
え
て
い
ま
す
が
、
東
京
都
議
会
の
全

議
員
は
党
派
を
超
え
た
総
合
力
で
頑
張
り
ま
す
。

　

昨
年
９
月
都
議
会
で
実
質
９
３
５
億
円
の
第
一
次
補
正

予
算
に
続
き
、
12
月
都
議
会
で
５
０
８
億
円
の
第
二
次
補

正
予
算
を
議
決
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
新
年
度
の
予
算
執

行
、
更
に
「
10
年
後
の
東
京
」
計
画
の
中
期
３
か
年
計
画

の
実
行
な
ど
、
切
れ
目
の
な
い
財
政
出
動
に
よ
っ
て
東
京

の
再
生
と
中
小
企
業
の
仕
事
の
創
出
、
若
者
、
女
性
、
中

　
・
高
年
、
障
害
を
持
つ
人
の
雇
用
を
確
保
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
安
全
・
安
心
の
東
京
を
つ
く
る
た
め
住

宅
、
学
校
、
病
院
、
福
祉
施
設
の
耐
震
促
進
、
中
小
河
川

整
備
、
鉄
道
踏
み
切
り
立
体
化
、
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

延
伸
、
お
母
さ
ん
と
子
供
が
手
を
つ
な
い
で
歩
け
る
歩
道

と
セ
ッ
ト
で
、
多
摩
の
南
北
・
東
西
道
路
を
整
備
し
ま
す
。

24
時
間
安
心
の
地
域
医
療
整
備
。
介
護
・
福
祉
人
材
の
育

成
、
子
育
て
支
援
、
元
気
高
齢
者
支
援
を
進
め
ま
す
。

　

環
境
対
策
と
し
て
、
東
京
の
緑
倍
増
、
電
線
地
中
化
で

四
季
の
花
咲
く
街
路
樹
整
備
。
校
庭
の
芝
生
化
、
建
築
物

の
屋
上
緑
化
を
進
め
、
緑
の
風
の
道
を
つ
く
り
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京

招
致
を
テ
コ
に
千
客
万
来
、
多
文
化
共
生
、
活
力
あ
る
東

京
を
構
築
し
ま
す
。
私
た
ち
東
京
都
議
会
議
員
は
、
都
民

の
皆
様
の
代
議
員
と
し
て
全
力
で
奮
闘
い
た
し
ま
す
。
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責
任
政
党
と
し
て
施
策
を
構
築
し

東
京
の
新
し
い
未
来
を
創
る

　

今
年
は
ま
さ
に
東
京
の
未
来
を
決
す
る
年
で
あ
り

ま
す
。
都
民
の
皆
様
の
輝
か
し
い
明
日
に
向
け
、
躍

進
す
る
年
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

我
が
党
は
、
昨
今
の
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
も
、

都
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
引

き
続
き
万
全
の
対
策
を
と
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
昨
年

は
、
二
度
に
わ
た
る
補
正
予
算
を
組
み
、
東
京
の
活

力
を
担
う
中
小
企
業
支
援
、
悪
化
す
る
雇
用
環
境
へ

の
対
応
や
、
生
活
が
困
難
な
方
へ
の
緊
急
自
立
支
援

策
な
ど
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
周
産
期
医

療
対
策
と
し
て
、
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
機
能
の
確
保

な
ど
を
通
じ
、
地
域
で
支
え
る
体
制
を
構
築
す
る
と

と
も
に
、
緊
急
に
都
立
病
院
の
医
療
体
制
の
充
実
と

医
師
確
保
対
策
を
図
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
新

年
度
予
算
と
併
せ
、
果
断
に
都
民
の
皆
様
の
生
活
を

守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
の
産
業
・
生
活
を
支
え
る
都
市
基
盤

の
整
備
も
重
要
な
課
題
で
す
。
三
環
状
道
路
の
整
備

を
進
め
、
羽
田
空
港
の
国
際
化
実
現
に
も
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
東
京
港
、
横
浜
港
、
川
崎
港
の
三
港

連
携
に
よ
り
、
国
際
競
争
力
の
高
い
東
京
を
創
造
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
10
月
に
は
、
２
０
１
６
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
都
市
が
決
定
し
ま
す
。
何
と
し
て
も
東
京
へ
の
招

致
を
実
現
し
、
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
夢
と
希
望

と
感
動
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
我

が
党
は
都
政
の
責
任
政
党
と
し
て
、
今
年
も
住
み
よ

い
東
京
を
作
り
上
げ
る
た
め
全
力
で
や
り
ぬ
き
ま
す
。

夏
に
は
都
議
選
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
未
来
に
つ

な
が
る
具
体
的
な
施
策
を
提
示
し
、
そ
れ
を
確
実
に

実
行
し
て
、
多
く
の
都
民
の
皆
様
の
信
頼
を
い
た
だ

け
る
よ
う
真し

ん

摯し

に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

麻
生
総
理
は
、
相
次
ぐ
迷
走
、
暴
言
、
不
決
断
で

国
民
の
支
持
を
ま
す
ま
す
失
っ
て
き
て
い
ま
す
。
国

民
の
支
持
が
あ
っ
て
こ
そ
果
敢
に
政
策
が
実
行
で
き

る
の
で
す
。
一
刻
も
早
く
、
国
民
の
審
判
を
経
て
新

し
い
政
権
を
創
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
石
原
知
事
も
今
や
破は

綻た
ん

同
然
の
新
銀
行
東

京
に
つ
い
て
の
責
任
逃
れ
に
汲

き
ゅ
う
き
ゅ
う々と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
銀
行
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
石
原
知
事
の
発
言

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
反ほ

故ご

に
さ
れ
て
い
ま
す
。
繰

り
返
し
都
民
を
裏
切
り
、
責
任
に
つ
い
て
は
口
を
閉

ざ
し
て
い
る
姿
は
、
知
事
の
職
に
あ
る
者
の
姿
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
築
地
市
場
の
移
転
予
定
地
で
あ
っ
た

豊
洲
地
区
の
高
濃
度
汚
染
に
対
す
る
対
策
も
先
送
り

が
続
い
て
い
ま
す
。
招
致
機
運
が
課
題
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
招
致
も
、
計
画
が
二
転
三
転
し
、
そ
の
成
功
が

危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
度
重
な
る
「
た
ら

い
回
し
」
で
死
者
ま
で
出
し
て
し
ま
っ
た
産
科
救
急

医
療
の
改
革
に
つ
い
て
も
及
び
腰
で
す
。

　

こ
ん
な
都
政
で
あ
っ
て
い
い
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。

民
主
党
は
、
新
銀
行
東
京
か
ら
の
速
や
か
な
撤
退
、

築
地
市
場
移
転
計
画
の
再
検
討
、
平
和
運
動
と
し
て

の
歴
史
的
次
元
で
の
高
い
理
念
の
構
築
と
将
来
負
担

も
考
慮
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
へ

の
転
換
な
ど
を
主
張
す
る
と
と
も
に
、
産
科
救
急
医

療
の
改
革
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
対
策
に
ま
で
踏

み
込
ん
で
提
案
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
も
、
停
滞
す

る
石
原
都
政
を
乗
り
越
え
、
新
た
な
都
政
を
前
進
さ

せ
る
た
め
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

米
国
発
の
世
界
的
な
金
融
危
機
が
、
日
本
の
実
体

経
済
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
中
小
企
業
が
大
打
撃
を

受
け
、
ま
た
、
都
民
生
活
が
日
増
し
に
圧
迫
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
方
、
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
婦
の
周
産
期
母
子

医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
受
入
拒
否
問
題
な
ど
、
都

民
の
安
心
を
揺
る
が
す
出
来
事
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

危
機
に
直
面
す
る
都
民
生
活
を
守
る
た
め
の
対
策
を
、

迅
速
か
つ
強
力
に
実
行
す
る
こ
と
こ
そ
、
今
、
政
治

に
求
め
ら
れ
て
い
る
最
大
の
責
務
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
中
小
企
業
対
策
と
し
て
、
昨
年
の

補
正
予
算
に
続
き
、
平
成
21
年
度
予
算
に
お
い
て
も
、

融
資
枠
や
保
証
料
補
助
の
拡
充
、
倒
産
防
止
策
の
強

化
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。
雇
用
対
策
で
は
、
公

的
雇
用
を
拡
大
し
、
生
活
支
援
の
無
利
子
貸
付
制
度

を
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。
一
方
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
へ
、
緊
急
に
産

科
・
小
児
科
医
師
を
確
保
し
、
不
足
す
る
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ

（
新
生
児
集
中
治
療
管
理
室
）
の
ベ
ッ
ド
数
を
増
や

す
な
ど
、
周
産
期
医
療
を
充
実
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て

都
内
全
域
で
14
回
の
妊
婦
健
診
の
無
料
化
へ
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

都
議
会
公
明
党
は
本
年
も
、
都
政
の
か
じ
取
り
役

と
し
て
、
喫
緊
の
課
題
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
み
、

都
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
年
を
む
か
え
、
都
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る
た

め
に
、
全
力
を
つ
く
す
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　

い
ま
、
く
ら
し
と
営
業
の
危
機
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
国
民
に
犠
牲
を
お
し
つ
け
て
は
ば
か
ら
な
い
政

治
を
変
え
る
と
と
も
に
、
都
政
が
真
に
都
民
の
く
ら

し
を
守
る
自
治
体
本
来
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

く
ら
し
の
痛
み
に
は
目
を
む
け
ず
、
新
銀
行
東
京

や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
な
ど
へ
の
税
金
投
入
を
優
先

し
て
き
た
石
原
都
政
に
、
都
民
の
怒
り
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
力
を
あ
わ
せ
て
知
事
の
暴
走
に
ス
ト
ッ
プ

を
か
け
、
都
民
の
く
ら
し
と
福
祉
、
中
小
企
業
を
守

る
施
策
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
共
産
党
は
、
中
学
3
年
生
ま
で
の
医
療
費
無

料
化
条
例
提
案
を
は
じ
め
積
極
的
な
提
案
で
、
都
民

要
求
実
現
を
切
り
ひ
ら
い
て
き
ま
し
た
。
知
事
の
暴

走
と
浪
費
を
正
面
か
ら
た
だ
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

政
調
費
の
領
収
書
の
一
刻
も
早
い
公
開
や
、
都
議
会

海
外
調
査
の
中
止
、
再
検
討
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
の
切
実
な
願
い
実
現
の
た
め
、
総
選
挙
、

都
議
選
で
の
前
進
め
ざ
し
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。

知
事
の
メ
ン
ツ
の
た
め
で
は
な
く

都
民
の
た
め
の
都
政
へ

中
小
企
業
、
雇
用
、
医
療
対
策
等

都
民
生
活
を
全
力
で
守
る

都
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る

浪
費
と
暴
走
に
ス
ト
ッ
プ

都が処理すべき分野は広範囲にわたっており、これに伴って議会が審議する議案の件数も多くなっています。
都議会が、多くの議案や請願・陳情を審議するには、本会議だけでは十分ではありません。
そのため、本会議の議決に先立って、専門的かつ詳細に審査する委員会を設置しています。

常設されている委員会で、それぞれの所管に属する事項を審査します。
現在は条例によって九つの常任委員会が設置されており、議員はこのうちどれか一つに所属しています。

各会派の代表者などで構成されており、議会の運営方法などについて協議しています。

必要に応じて、特定の事件を審査するため本会議の議決により、臨時に設置される委員会です。その事件の
審査が終了すれば委員会は消滅します。予算の審査を目的とする予算特別委員会や、決算を審査するための
各会計及び公営企業会計の各決算特別委員会は、毎年設置されるのが通例となっています。

　都議会は、都政についての都民の要望などを請願書・
陳情書の形で受理します（都議会議員の紹介があるもの
を請願、紹介のないものを陳情として受け付けます。）。
　これらの請願・陳情については、慎重に審査し、採択
・不採択を決めます。採択されたもののうち、執行機関
が措置することを適当としたものは知事に送付し、その
処理の経過及び結果の報告を受けています。
　議会の結論が出たときは、採択・不採択にかかわらず
請願者・陳情者（団体の場合は代表者）に通知していま
す。

○ 提出方法
　１ 　都政についての要望などを文書（邦文）にして議

長あてに提出してください。
　２ 　代表者の住所・氏名を書きます（２人以上で請願・

陳情する場合は、住所・氏名を書いた署名簿を添え
ます。）。氏名は、自署でない場合（ゴム印・印刷等）
には押印が必要です。

　３　請願の場合は紹介議員の署名が必要です。 〈提出・問い合わせ先〉　  都議会 議案法制課　電話０３－５３２０－７１３２

　　　　　 ○○○○に関する請願（40字以内）
　　　　　　　　　　　　　　○○年○○月○○日提出
　東京都議会議長
　　○○ ○○  殿

　　　　　　　　　郵便番号○○○-○○○○
　　　　　　　　　東京都○○○○○○○○
　　　　　　　　　電話番号○○-○○○○-○○○○
　　　　　　　　　○○○○○○の会
　　　　　　　　　　　    ふ  り  が  な
　　　　　　　　　代表　○○ ○○

　　  　   ○○ ○○      ○○ ○○      ○○ ○○　　　　

　 都において○○○○を○○○○していただきたい。
　 （複数の事項があるときは、箇条書き等により簡潔に）

　   ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
   ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　　　　　　　　  （1,500 字以内）

○ 請願書の様式例

　都議会では、インターネットによる都議
会情報の提供や本会議・予算特別委員会の
模様の同時中継・録画中継を配信しています。
　どうぞご活用ください。

主な掲載内容　  ・議員名簿　　　　  ・会議日程
　　　　　　　  ・会議録検索　　　  ・議決結果
　　　　　　　  ・都議会のあらまし  ・キッズページ

◎「都議会だより」の点字版（Ａ４判・エンボス式）やテープ版も発行しておりますので、ご希望の方またはお知り合いで希望する方がいらっしゃいましたら、
　都議会 広報課　03－5320－7126 へご連絡ください。

（件　名）

（住　所）

（団体名）
　
（氏　名）

（紹介議員）

（願　意）

（理　由）

総務委員会 財政委員会 文教委員会 都市整備委員会 厚生委員会 経済・港湾委員会 環境・建設委員会 公営企業委員会 警察・消防委員会

 

所
管
局

知事本局
青少年・治安対策本部
東京オリンピック・
パラリンピック招致本部

総務局
人事委員会
選挙管理委員会
監査委員

財務局

主税局

会計管理局

収用委員会

生活文化              
スポーツ局

教育委員会

都市整備局
  

福祉保健局

病院経営本部

産業労働局

中央卸売市場

港湾局

労働委員会

環境局

建設局

交通局

水道局

下水道局

公安委員会
（警視庁）

消防庁

 


